
１．基本情報

大学名

設置区分 学校種

都道府県 事業期間

改組内容

重点分野

事業計画名

２．事業概要

研究科等の設置・増員

生命科学・化学領域‐生命科学・医科学分野

大学

令和8年度～令和14年度

私立

東京

令和8年5月申請時点

東京薬科大学大学院創薬科学研究科の設置および「データサイエンス（DS）基盤バイオ医薬統合教育

（Toyaku Bio Bridge）プログラム 」の創設

東京薬科大学

令和８年度大学・高専機能強化支援事業

（支援２：高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援）

【重点分野支援枠・大学】事業概要

本計画は、抗体医薬や遺伝子治療薬などのバイオ医薬品を対象に、製造、品質保証、規制対応に至るまでを横断的に理解

し、データサイエンス（DS）を基盤として、創薬研究から社会実装まで一貫して接続できる人材の育成を目的とする。そのため

大学院創薬科学研究科創薬科学専攻を新設し、博士前期課程（15名）および後期課程（3名）を設置する。前期課程

では、生命科学・医科学と情報科学を融合した「DS基盤バイオ医薬統合教育（Toyaku BioBridge, TBB）プログラム」に

基づく教育を実施し、後期課程では、バイオ医薬品の創薬に精通した研究者を育成する。また、教育・研究・社会連携の拠点

として 、TBBセンターを設置し、教育課程の継続的な高度化を推進する。本計画により、国内のバイオ医薬品製造・品質保証

を支える人材を継続的に輩出し、創薬力や国際競争力、経済安全保障の強化に貢献する。



３．重点分野に係る組織

重点分野に係る組織の設置・増員計画（赤字は事業対象組織）
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主な学位分野
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大学全体の収容定員に占める重点分野に係る組織の収容定員の割合

博士課程 修士課程 大学院計

0.0% 0.0% 0.0%

13.0% 18.8% 17.5%

+13.0% +18.8% +17.5%

理学関係、理学関係、

薬学関係

10増員数計

増分

増員前（R8.4.1時点）

増員後

計

学士

薬学部

修士

0増員数

生命科学部



＜背景・課題＞
近年、バイオ医薬品を中核とする先端医療分野は、国家的成長領域として位置付けられる
一方、製薬産業の国際競争力低下、新規モダリティの国内製造体制の未整備、人材不足等
が重要課題となっている。特に、研究開発から製造、品質保証、規制対応、社会実装まで
を横断的に理解し得る人材基盤は脆弱であり、さらに現状の大学院教育は、新規モダリ
ティを俯瞰的に扱う体系的教育が十分に整備されていない。このため、製造・品質保証・
レギュラトリーサイエンスを統合的に理解し、社会実装に結びつける修士レベルの人材
（理学）を育成する新たな教育基盤整備が急務となっている。

＜重点分野への適合＞

＜育成する人材像、教育内容の特徴（新規性）、実施体制＞
本計画では、新たに創薬科学研究科創薬科学専攻を設置し、抗体医薬や、AAVベクター・ナノ
粒子を活用した遺伝子治療薬などのバイオ医薬品を対象に、製造、品質保証、規制対応に至
るまでを横断的に理解し、データサイエンス（DS）を基盤として、創薬研究から社会実装ま
で一貫して接続できる人材の育成する。特に、工程と品質の関係をデータに基づき説明・判
断できる橋渡し型人材を修士段階から体系的に養成する点に特徴がある。
教育の中核として、博士前期課程においてDS基盤バイオ医薬統合教育（Toyaku BioBridge, 

TBB）プログラムを必修として実施し、製造、分析、品質評価、レギュラトリーサイエンス
を体系的に統合し、複数モダリティを比較しながら、共通の品質概念と固有技術を往還的に
理解させるモダリティ横断型教育を採用する点に新規性がある。DSおよび自動化技術を教育
の中核に据え、講義・実習演習・研究指導を連結した三層構造により理論と実践を統合する。
博士後期課程においては、TBBプログラムで修得した基盤能力を基に、新規モダリティに関

する創薬研究を自立的に推進し、製造・品質・規制を統合的に理解した高度専門研究人材の
育成を目的とする。これにより、研究開発の深化に加え、次世代創薬を主導し得るリーダー
人材の輩出を目指す。

基本情報

改組内容 研究科等の設置・増員

重点分野 生命科学・医科学

所在地 東京都八王子市

増員する組織名（博士） 創薬科学研究科 創薬科学専攻

入学定員増数及び増員時期（博士） 3名 （R12）

増員する組織名（修士） 創薬科学研究科 創薬科学専攻

入学定員増数及び増員時期（修士） 15名 （R10）

【支援２ 重点分野支援枠（大学）】
PowerPoint形式１枚以内で作成してください。
ただし、設置する組織が多く１枚で説明できない場合に限り、
２枚としても構いません。

■タイトル
・タイトル枠の色は、支援枠及び大学・高専ごとに異なります。

申請どおりの様式を選択してください。
・タイトルのフォント（大学名18pt等）は変更しないでください。
・右端の画像は自大学のロゴマークに変更してください。
 無ければ空欄で構いません。
・２枚目がある場合は、１枚目のタイトル枠を上部に
 コピー＆ペーストしてください。

■事業計画名（記入必須）
・申請書に記載の事業計画名を記入します。

■基本情報（記入必須）
①改組内容
・「研究科等の設置・増員」又は「研究科等の設置・増員＋

学部等の設置・増員」から選択します。

②重点分野
・公募要領別表１から選択した領域名及び分野名を記入します。

②所在地
・市区町村まで記入します。課程により所在地が異なる場合や
 複数所在している場合は並記します。
（例）［修士・博士］××県××市 ［学士］××県××市、××県××市

③増員する組織名
・申請書に記載の事業対象組織を全て記入します。
（例）××学研究科××専攻
・増員のない課程の行は、行ごと削除して構いません。

④入学定員増数及び増員時期
・入学定員増数は、申請書に記載の本事業における

課程ごとの最終的な総増員数を記入します。
・修士・博士の増員時期は括弧書きで記入します。

段階的に複数回増員する場合は並記します。
（例）30名（R9、R11）
・増員のない課程の行は、行ごと削除して構いません。

■事業計画名・基本情報以外の項目
・資料内に盛り込まれていれば、レイアウトや文量は問いません。

太字・下線・文字色等により適宜強調してください。
・文の羅列にならないよう、箇条書きや図を用いるなどして

要点を簡潔にまとめ、視覚的に分かりやすく作成してください。

※本資料は、選定後に事業概要（Excel形式の公表様式）と
ともに機構ウェブサイトに掲載して公表します。

 全部または一部を非公表としたり、申請時点から定員数等を
 変更したりすることはできませんのでご承知おきください。

事業計画名 東京薬科大学大学院創薬科学研究科の設置およびデータサイエンス（DS）基盤バイオ医薬統合教育（ToyakuBioBridge）プログラムの創設

支援２ 高度情報専門人材の確保に向けた機能強化の構想について「重点分野支援枠」

令和８年度 東京薬科大学

＜新研究科の実現可能性＞
本計画の実現可能性は、既存の教育研究基盤の再編と安定した学

生需要により高く担保されている。すなわち、既存研究科に蓄積

された教育資源と教員体制を基盤に、創薬科学研究科およびTBBセ

ンターを結節点として機能統合を図ることで、開設初年度から安

定的な教育実施が可能である。教育面では、既存教員の活用に加

え、BCRETとの連携により講義・実習・研究指導を一体的に運用できる。また、大学院入学者

の平均充足率は前期課程で1.2以上と高水準で、定員増後も十分な充足が見込まれる。さらに

設備面では学内共用機器の活用により過度な新規投資に依存せず運営可能である。加えて支

援終了後も授業料収入や外部連携により自走的運営が可能である。以上より、本計画は実現

可能性と持続性の両面で高い確実性をもって十分担保されている。

療薬などのバイオ医薬品を対象に、製造、品質保証、規制対
応に至るまでを横断的に理解し、データサイエンス（DS）を
基盤として、創薬研究から社会実装まで一貫して接続できる
人材を体系的に育成するものである。さらに博士前期課程に
おいて一般社団法人バイオロジクス研究・トレーニングセン
ター（BCRET）と連携し、「DS基盤バイオ医薬統合教育
（Toyaku BioBridge, TBB）プログラム」を創設する。 TBB
プログラムは、バイオ医薬品の国内製造基盤と品質保証体制
を支える修士レベルの人材育成に特化した教育プログラムで
あり、当該人材の継続的な輩出を実施するものである。これ
により人材不足解消および産業基盤強化に直接貢献できるこ
とから、重点分野政策に高い整合性を有する。

本計画は、重点分野である生命科学・医科学分野に対応するため、既存の薬学研究科薬科学
専攻を廃止し、新たに創薬科学研究科創薬科学専攻（理学）を設置し、抗体医薬や遺伝子治

実施体制としては、
創薬科学研究科および
TBBセンターを中核拠点
とし、学内資源の再編
により教育基盤を構築
するとともに、BCRETと
の連携による実習教育
の高度化、さらに産業
界や外部機関の知見を
継続的に教育へ反映す
る体制を整備する。こ
れにより、変化する技
術動向や社会ニーズに
柔軟に対応し得る持続
的かつ発展的な人材育
成システムを確立する。 図3.創薬科学研究科とTBBセンターを中心とした運営＆連携体制

図２. 研究科およびTBBブログラムの新設


	公表様式＿B_申請書.pdf
	★提出用0529_【支援２重点枠_大学】事業計画の概要様式_東京薬科大学20260524 修正2.pdf
	スライド 1


